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○大規模自然災害への備えとして、迅速に地方公共団体等への支援が行えるよう、平成20年4月にTEC-FORCEを創設

○TEC-FORCEは、大規模な自然災害等に際して、被災自治体が行う被災状況の迅速な把握、被害の拡大の防止、被

災地の早期復旧等に対する技術的な支援を円滑かつ迅速に実施

○本省災害対策本部長の指揮命令のもと、全国の各地方整備局等の職員が活動

○国土交通省各組織の職員合計9,408名（平成29年10月現在）を予め任命

活動内容

※TEC-FORCE（Technical Emergency Control FORCE）：緊急災害対策派遣隊

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊）の概要

TEC-FORCEとは

【H27.9 関東・東北豪雨】
（茨城県常総市）

【 H27.5 口永良部島の火山活動 】
（鹿児島県屋久島町）

【 H29.7 九州北部豪雨 】
（福岡県東峰村）

【 H28.4 熊本地震 】
(熊本県庁)

 災害対策用ヘリコプターによる被災状況調査  市町村へのリエゾン派遣  被災状況の把握

 Ku-SAT※による監視体制確保  自治体への技術的助言  排水ポンプ車による緊急排水  捜索活動への技術的助言

【 H26.9 御嶽山の噴火 】
（長野県王滝村）

※Ku-SAT：小型衛星画像伝送装置

【 H27.9 関東・東北豪雨】
（宮城県栗原市）

【 H28.4 熊本地震 】
（熊本県南阿蘇村）

災害対策用ヘリコプター
「あおぞら号」
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緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ）の隊員数

TEC-FORCE隊員は全国の地方整備局を主体に任命されており災害の規模によっては全国から集結
※ほか、国土交通省本省、地方運輸局等、国土技術政策総合研究所、気象庁、国土地理院から構成されており、専門性を活かし
た調査、技術指導等による自治体支援を実施

地方整備局等
（８，７８１名）

国土技術政策総合研究所
（１７３名）

本省（８９名）

地方運輸・航空局
（３６５名）

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ 登録隊員構成

※平成２９年１０月現在 計９，４０８名
（国土地理院、気象庁は事前任命が
ないため、グラフに含まれない。）

北海道開発局
６６６名

東北地方整備局
９２７名

沖縄総合事務局
４９名

関東地方整備局
１，６１５名

北陸地方整備局
６３４名

中部地方整備局
１，４０５名

近畿地方整備局
１，１１８名

四国地方整備局
５２９名

中国地方整備局
８３４名

九州地方整備局
１，００４名
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大規模な災害には全国の機材が集結し支援を行います。

国土交通省の災害対策用機材の配備状況

▼平成29年4月1日現在 （単位：台）

【 H27.9 関東・東北豪雨 】
（茨城県常総市）

【 H28.4 熊本地震 】
（熊本県益城町）

【 H26.8 広島土砂災害 】
（広島県広島市）

■排水ポンプ車 ■照明車 ■対策本部車

【 H28.4 熊本地震 】
（熊本県南阿蘇村）

■Ku-SAT
（小型衛星画像伝送装置）

【 H27.5口永良部島噴火 】
（鹿児島県口永良部島）

■衛星通信車

土のう造成機、応急組立橋、散水車、橋梁点検車、側溝清掃車、路面清掃車など

その他の機材

地整等
排水ポンプ

車
照明車

対策本部車
待機支援車

遠隔操作式
バックホウ

遠隔操縦装
置（ロボQ）

衛星通信車 Ku-SAT
災害対策用
ヘリコプター

備 考

北海道 28 15 8 1 0 4 14 1

東 北 45 29 10 2 0 4 19 1

関 東 41 41 25 2 0 9 29 1

北 陸 40 37 11 3 0 4 20 1

中 部 37 34 15 2 0 6 17 1

近 畿 35 28 17 1 0 7 21 1

中 国 33 24 6 1 2 5 16
1

ヘリは四国・中国
地整とで共同管理四 国 33 28 11 2 1 5 8

九 州 60 24 9 2 6 4 16 1

沖 縄 1 3 1 0 0 1 6 0

計 353 263 113 16 9 49 166 8
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国土交通本省
(災害対策本部)

本省本部長の指示により
TEC-FORCE広域派遣を指示

応援地方整備局等
(応援対策本部)

TEC-FORCE広域派遣による支援

※災害状況から判断し、要請を待たずに派遣する場合があります。

中小規模の災害時 大規模災害時

TEC-FORCE管内派遣による支援

地方整備局長の指示により
TEC-FORCE派遣を指示

災害規模に応じた支援の仕組み

被災した地方自治体等

要請

要請

被災地方整備局等
(災害対策本部)
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ﾌｪｰｽﾞ 被害の把握 復旧方針の検討 災害復旧工事

（
閣
議
決
定
）

激
甚
災
害
指
定

復
旧
予
算
決
定

災
害
復
旧
事
業
へ
の
支
援

公
共
土
木
施
設

被
災
状
況
報
告
書

災
害
査
定
の
実
施

・
設
計
費
用
の
補
助

・
災
害
査
定
手
続
き
の

簡
素
化

公
共
土
木
施
設
の

被
害
額
の
報
告

災
害
発
生

災
害
査
定
官
の

集
中
投
入
に
よ
る

早
期
の
査
定
実
施

国
交
省

被
災
自
治
体
の
活
動

内
閣
府

↑

災
害
復
旧
工
事
の着

手

国
交
省
に
よ
る
支
援

・
緊
急
物
資
輸
送

等

・
住
民
へ
の
情
報
提
供

・
捜
索
・
救
助

災
害
時
の
緊
急
対
応

被
災
後
10
日
以
内

被
災
後
通
常
２
ヶ
月
以
内

再
度
災
害
防
止
の
た
め
の

河
川
整
備

・
国
総
研
等
の
指
導

・
工
事
資
材
確
保
の
支
援

・
応
急
仮
設
橋
の
貸
与

中
期
の
支
援

テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス

に
よ
る
支
援

被
災
地
域
の復

旧

財
務
省

災害発生から災害復旧事業等の流れ

査定設計書の作成公
共
土
木
施
設
の

被
害
報
告

災
害
査
定
申
請

成
功
認
定

災
害
復
旧
完
了

被
害
報
告

災
害
査
定
申
請

成
功
認
定

必
要
な
工
事
の

査
定
前
着
工

応
急
復
旧
・
二
次
災
害

防
止
の
技
術
指
導

・
高
度
な
技
術
を
要
す
る

事
業
の
指
導

・
改
良
復
旧
を
含
め
た

復
旧
方
針
指
導

・
早
期
の
査
定
申
請
に

向
け
た
指
導

・
土
砂
災
害
危
険
箇
所

の
緊
急
点
検

・
緊
急
輸
送
ル
ー
ト

の
道
路
啓
開

・
排
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る

浸
水
緊
急
排
水

・
防
災
ヘ
リ
に
よ
る

被
害
概
況
調
査

・
リ
エ
ゾ
ン
派
遣

自
治
体
所
管
公
共
土
木

施
設
の
被
災
状
況
調
査

地
震
の
場
合

災
害
査
定
官
に
よ
る

災
害
現
地
調
査 初動期の

TEC-FORCEの活動

5



1,499 

18,115 

5,185 

1,035 

2,011 

1,237 

1,309 

2,523 

2,587 

10,912 

3,524 

4,095 

0 5,000 10,000 15,000 20,000

岩手・宮城内陸地震

東日本大震災

台風第12号

九州北部豪雨

山口・島根豪雨

台風第18号

台風第26号

広島土砂災害

関東･東北豪雨

熊本地震

台風第10号

平成29年7月九州北部豪雨

のべ派遣人数（人・日）

H29

平成29年10月末までに東日本大震災をはじめ７８の災害に対し、のべ６万人･日を超える地方整備局
等の職員により被災地支援を実施

平成29年は、九州北部豪雨等の災害で活動し、被災地の早期復旧等を支援

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの派遣実績

派遣実績

1,894 1,248 449 

23,648 

1,307 

6,137 
4,497 

3,228 

15,305 

4,958 5回
4回

3回
4回

7回

16回

10回
11回

9回 9回

0

5

10

15

20

25

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

派遣年度

派遣回数（回）派遣のべ隊員数（人・日）
H28

H27

H26

H25

H24

H23

H22

H20※平成29年10月末時点

※

派遣総数：のべ６２,６７１人･日
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平成29年7月九州北部豪雨の被害状況
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151～200

201～300

川副（建）川副（建）

日の出（建）日の出（建）

馬責馬場（建）馬責馬場（建）

仁比山（気）仁比山（気）

神崎（県）神崎（県）

羽犬塚（気）羽犬塚（気）

草野（建）草野（建）

甘木（気）甘木（気） 寺内ダム（水）寺内ダム（水）

鳥屋山（気）鳥屋山（気）

小石原（水）小石原（水）

大城（水）大城（水）

夜明（九）夜明（九）

花月（建）花月（建）

日田（気）日田（気）

日田（建）日田（建）

天ヶ瀬（九）天ヶ瀬（九）

山浦（建）山浦（建）

杖立（建）杖立（建）

長瀬（九）長瀬（九）

上野田（建）上野田（建）

中原（建）中原（建）

黄川（建）黄川（建）

星和（建）星和（建）

黒川（建）黒川（建）

万成（建）万成（建）

地蔵原（九）地蔵原（九）

猪牟田（建）猪牟田（建）

長者原（建）長者原（建）

千町無田（建）千町無田（建）

飯田（気）飯田（気）

野上（建）野上（建） 滝上（建）滝上（建）

寺床（建）寺床（建）

筋湯（建）筋湯（建）

筌の口（建）筌の口（建）

岳の湯（建）岳の湯（建）

小国（建）小国（建）

小国（九）小国（九）

雉谷（建）雉谷（建）

栃野（建）栃野（建）

鯛生（建）鯛生（建） 中津江（気）中津江（気）

横畑（建）横畑（建）

中塚（建）中塚（建）

森（気）森（気）

森（建）森（建）

竹中（建）竹中（建）

女子畑（九）女子畑（九）

大行司（気）大行司（気）

鶴河内（建）鶴河内（建）

妹川（建）妹川（建）

吉井（建）吉井（建）

小塩（気）小塩（気）

新川（建）新川（建）

田籠（建）田籠（建）

大野（建）大野（建）

江川ダム（水）江川ダム（水）
秋月（県）秋月（県）

三奈木（気）三奈木（気）

角枝（建）角枝（建）

箸立（水）箸立（水）

片の瀬（建）片の瀬（建）

耳納山（気）耳納山（気）

福島（県）福島（県）
大川（建）大川（建）

佐賀（気）佐賀（気）

筑邦（建）筑邦（建）

神崎（建）神崎（建）大和（町）大和（町）

広滝（九）広滝（九）

服巻（建）服巻（建）

伊福（建）伊福（建）

背振山（気）背振山（気）

九千部山（気）九千部山（気）

原田（建）原田（建）

三国（県）三国（県）

鳥栖（気）鳥栖（気）

十楽（建）十楽（建）

久留米（建）久留米（建）

瀬の下（建）瀬の下（建）

二日市（気）二日市（気）

九千部（建）九千部（建）

田中（県）田中（県）

笹野（建）笹野（建）

下筌ダム（建）下筌ダム（建）

松原ダム（建）松原ダム（建）

三隈（国）三隈（国）

長延（建）長延（建）

服巻（建）服巻（建）

三谷（建）三谷（建）

等雨量線図（12時間雨量）

200～
300mm

300mm以上

12hr

平成24年7月3日洪水

平成29年7月5日洪水

12hr

：大肥川流域

：佐田川流域

：小石原川流域

桂川流域

筑後
川

筑後
川

大肥川流域

大肥川流域

花月川流域

花月川流域

※7/27時点でデータの取得が出来ている観測所の情報のみを用いて作成したものであり、今後、修正予
定。

※平成24年7月11～14日の一連降雨を九州北部豪雨というが、
ここでは、花月川に大きな被害をもたらした平成24年7月3日洪水と比較

※

赤谷川等流域

桂川流域

赤谷川等流域

：花月川流域

：桂川流域白枠

：赤谷川等流域

：大肥川流域

：佐田川流域

：小石原川流域

：花月川流域

：桂川流域白枠

：赤谷川等流域

○平成29年7月九州北部豪雨では、記録的な大雨により浸水や山腹崩壊が発生。河川のは
ん濫、大量の土砂や流木の流出等により、死者37名、行方不明者4名、家屋の全半壊等
1,483棟の甚大な被害が発生。（消防庁11月2日時点）

項目 状況等

人的被害※ 死者37名、行方不明者4名、負傷者28名

住家被害※ 全壊309棟、半壊1,102棟、一部破損72棟、
家屋浸水1,679棟

※ 消防庁「平成29年6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び台風第3号による被害
状況及び消防機関等の対応状況等について」（11月2日17:00時点）より九州地方
の被害を計上

流木による被害（赤谷川、小河内川合流付近）
福岡県朝倉市

大規模な地すべりによる河道閉塞（小野川）
大分県日田市

浸水の発生状況（彦山川）
福岡県添田町

土石流等の発生状況
福岡県東峰村
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7月22日からの梅雨前線に伴う大雨の概要

※７月２２日０時から２３日１３時
までの３７時間の累計

○累加雨量300mmを超えた観測所（累加雨量レーダ）

・大清水国交省

（子吉川）
338.0mm

・横手気象庁

（雄物川）
314.0mm

・雄和気象庁

（雄物川）
348.0mm

・中森川国交省

（米代川）
381.0mm

7/25時点でデータの取得が出来ている観測所の情報のみを用いて作成したもの
であり、今後、修正予定。

○ 7月22日からの梅雨前線により、秋田県で記録的な大雨となり、国管理河川の雄物川沿
川では、大仙市をはじめ秋田県内で浸水被害が発生。

○雄物川中下流部に位置する角館、雄和等の12観測所で24時間雨量が観測史上最大を記
録するなど、多いところで累加雨量が300ミリを超える大雨となった。

■浸水面積 ※速報値
秋田市 ５．２km2（外水4.7km2、内水0.5km2）

大仙市 ２５．１km2（外水18.7km2、内水6.4km2）

横手市 １．７km2（内水1.7km2）

合計 ３２．０km2

■浸水家屋数（住家）※速報値
秋田市 ３３４戸（外水193戸、内水141戸）

大仙市 ６９０戸（外水501戸、内水189戸）

横手市 ４戸 （内水4戸）

合計 １，０２８戸

雄物川

中村・芦沢地区、寺館大巻地区

寺館大巻地区

中村・芦沢地区

雄物川

新波地区

間倉地区

○大仙市の被害状況写真

○雄物川（国管理区間）沿川の浸水状況
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台風第18号による大雨の概要

※本資料は気象庁公表資料より作成し、今後数値等が変更になる可能性がある

○台風第18号は九州、四国、本州の3島に上陸し日本列島を縦断し、西日本を中心に浸水
などの甚大な被害が発生。
○台風第18号により、死者5名、負傷者59名の人的被害が発生。（消防庁9月27日時点）

高知県吾川郡仁淀町
鳥形山 492.5mm

大分県臼杵市
臼杵 465.5mm

宮崎県宮崎市
田野 618.5mm

沖縄県宮古島市
城辺 567.0mm

とりがたやま

うすきぐすくべ

期間内の総降水量分布図（9 月13 日00 時～18 日24 時）

大分県を中心とする大雨（9 月17 日14 時） 四国地方の大雨（9 月17 日17 時）

番匠川 （佐伯市）徳浦川（津久見市）

9



台風第21号による大雨の概要

台風第21号
の進路

※本資料は気象庁公表資料より作成し、今後数値等が変更になる可能性がある

○台風第21号では、近畿地方や東海地方を中心に記録的な大雨となり、大阪府、和歌山
県、
三重県などで浸水被害が発生。

○台風第21号により、死者8名、負傷者225名の人的被害が発生。（消防庁11月22日時点）

mm

アメダス期間降水量（10月20日12時～23日12時） 紀の川水系貴志川
（和歌山県紀の川市）

きしがわ

淀川水系宇陀川
（三重県名張市）

う だ がわ

国管理河川12水系18河川、
府県管理河川102河川（22府県）
で浸水被害が発生。

→
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発災直後の7月5日から現地に入り、福岡県、大分県の約1,800箇所を被害状況調査。

自治体へ復旧工法等の企画・提案、捜索機関へ進入路等の技術的助言、激甚災害指定の見込み
公表の早期化に貢献。

孤立解消に向け、国道211号、県道52号を道路啓開。国道211号は7月14日、県道52号は8月9日に
緊急車両の通行を確保。

二次災害防止に向け、土砂災害危険箇所の緊急点検等 約1,300箇所のうち約570箇所を支援。

被害状況調査 緊急車両の通行確保のための道路啓開

河川・道路の被害状況調査（東峰村）

被害状況を報告（東峰村長）

平成２９年７月九州北部豪雨への派遣

位 置 図

TEC-FORCE活動範囲

国道211号の道路啓開（東峰村）

ドローンによる被害状況調査

ドローンによる流木調査（朝倉市）

被災自治体への調査結果報告

奈良ヶ谷の渓流調査（朝倉市）

TEC-FORCE等の派遣

・TEC-FORCE
のべ3,648人･日
（日最大256人）

※北海道を除く全国の地方整
備局等から派遣

・リエゾン
のべ 447人・日

災害対応業務の支援

防災ヘリからの被害状況映像を
リアルタイムで配信（日田市）

土砂災害の被害状況調査



［九州北部豪雨］TEC-FORCEの活動（ヘリによる被害状況調査）

防災ヘリによる上空からの被害状況調査
※映像はリアルタムで被災自治体へ配信

九州地方整備局の防災ヘリ
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河川の被災箇所の最前線へ向かうTEC-FORCE

［台風第10号］TEC-FORCEの活動（被害状況調査）

岩手県岩泉町 H28.9.3 13



崩落した道路の状況を調査するTEC-FORCE

岩手県釜石市 H28.9.2

［台風第10号］TEC-FORCEの活動（被害状況調査）
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［九州北部豪雨］TEC-FORCEの活動（被害状況調査）

河川・道路の被害状況調査
福岡県東峰村 H29.7 15



［九州北部豪雨］TEC-FORCEの活動（被害状況調査）

奈良ヶ谷川の渓流調査
福岡県朝倉市 H29.7 16



久慈市長に被災状況を説明

岩手県久慈市 H28.9.4

［台風第10号］TEC-FORCEの活動（市長等へ報告、助言等）

17



東峰村村長に被災状況を説明

福岡県東峰村 H29.7.17

［九州北部豪雨］TEC-FORCEの活動（市長等へ報告、助言等）
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［九州北部豪雨］TEC-FORCEの活動（道路啓開）

【国道２１１号（東峰村）の道路啓開状況】

福岡県東峰村 H29.7.8
19



緊急車両の通行確保のための道路啓開

［東日本大震災］TEC-FORCEの活動（道路啓開）

宮城県気仙沼市 H23.3.14 20



排水ポンプ車による緊急排水活動

［台風第21号］TEC-FORCEの活動（緊急排水活動）

京都府木津川市 H29.10.22 21



排水ポンプ車による緊急排水活動

［東日本大震災］TEC-FORCEの活動（緊急排水活動）

宮城県名取市 H23.3.24 22



［熊本地震］TEC-FORCEの活動（先端的な災害対策機械の投入）

【遠隔操縦の重機が捜索を支援（南阿蘇村）】

先端的な災害対策機械を駆使した活動
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［熊本地震］TEC-FORCEの活動（自治体業務支援）
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［台風10号］TEC-FORCEの活動（照明車）

岩手県岩泉町 H28.9.6

停電している避難所に明かりを灯す照明車
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［熊本地震］TEC-FORCEの活動（自治体業務支援）
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照明車による農場防疫措置等の支援

［鳥インフルエンザ］TEC-FORCEの活動（照明車）

佐賀県有田町 H27.2 27



［熊本地震］TEC-FORCEの活動（通信確保）
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■全国から散水車を集結させ、砂塵飛散対策を実施
■照明車で24時間体制で復旧工事支援

【散水車で砂塵飛散対策を実施（朝倉市、東峰村）】

［九州北部豪雨］TEC-FORCEの活動（環境改善）
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［熊本地震］TEC-FORCEの活動（関係機関連携）
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［熊本地震］TEC-FORCEの活動（関係機関連携）
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【UAVによる流木調査】

［平成２９年九州北部豪雨］ドローンによる被災状況調査
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ＵＡＶによる噴火口調査の状況

［草津白根山噴火］ドローンによる噴火口調査

群馬県草津町 H30.1.28

噴火口
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［熊本地震］TEC-FORCEの活動（関係機関連携）
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【給水車による給水支援】

［雪害］TEC-FORCEの活動（給水活動）

鹿児島県垂水市 H28.1.26 35


